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心
房
、
左
心
室
と
い
う
４
つ
の
部

屋
で
構
成
さ
れ
、
筋
肉
の
収
縮
に

よ
っ
て
血
液
を
循
環
さ
せ
て
い
ま

す
。
心
房
細
動
は
電
気
的
に
心
臓

が
け
い
れ
ん
し
て
い
る
状
態
で
、

心
臓
の
各
部
位
は
一
様
に
収
縮
せ

ず
、
結
果
的
に
脈
は
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
い
ま
す
。
症
状
と
し
て
は

労
作
時
の
息
切
れ
や
動ど
う
き悸
、
胸
の

違
和
感
、
失
神
等
が
み
ら
れ
ま
す

が
、
無
症
状
の
場
合
も
あ
り
、
健

康
診
断
等
で
発
見
さ
れ
た
り
、
脳

梗
塞
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
初
め

て
心
房
細
動
が
指
摘
さ
れ
る
と

も
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
状
態
は

心
原
性
脳
梗
塞
と
呼
ば
れ
、
心
不

全
と
共
に
心
房
細
動
で
最
も
注
意

す
べ
き
合
併
症
だ
。

　「
心
肥
大
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
特
に
左
心
房
が
肥
大
す
る
ほ

ど
不
整
脈
を
発
症
し
や
す
く
、
不

整
脈
に
な
る
と
心
肥
大
が
進
み
や

す
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
態

を
断
ち
切
る
た
め
に
も
早
期
に
発

見
し
、
早
め
に
治
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
」。

　
心
房
細
動
の
治
療
は
、
不
整
脈

の
治
療
と
脳
梗
塞
の
予
防
と
い
う

二
本
柱
と
な
る
。

　「
心
原
性
脳
梗
塞
に
対
し
て
は
、

血
栓
予
防
の
た
め
に
抗
凝
固
薬
と

い
う
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬

の
有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
心
臓
の

機
能
低
下
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
、

脳
梗
塞
の
既
往
の
あ
る
方
は
よ
り

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
た
、

血
栓
予
防
は
持
続
性
心
房
細
動（
７

日
以
上
持
続
す
る
心
房
細
動
）
の

い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」（
宮

本
セ
ン
タ
ー
長
）。

　
心
房
細
動
の
原
因
の
多
く
は
加

齢
で
、
７０
歳
以
上
の
５
〜
１０
％
が

発
症
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

高
血
圧
や
肥
満
、
ア
ル
コ
ー
ル
の

多
飲
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
等

は
心
臓
に
負
担
を
か
け
や
す
く
、

心
房
細
動
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

　
心
房
細
動
そ
れ
自
体
で
死
に
至

る
こ
と
は
な
い
が
、
心
房
細
動
の

状
態
が
続
く
と
、
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
低
下
し
、
心
不
全
の
リ
ス

ク
と
な
る
。
ま
た
、
心
臓
の
ポ
ン

プ
機
能
が

十
分
に
発

揮
さ
れ
な

い
こ
と
で

血
液
が
滞

り
、
血
栓

が
で
き
や

す
く
な
る
。

血
栓
が
は

が
れ
、
血

流
に
乗
っ

て
脳
の
血

管
に
ま
で

流
れ
れ
ば
、

脳
梗
塞
の

リ
ス
ク
に

　
不
整
脈
は
そ
の
原
因
や
発
生
の

仕
方
に
よ
り
、
細
か
く
分
類
さ
れ

て
い
る
が
、
心
拍
の
状
況
を
も
と

に
す
る
と
、
心
拍
数
が
早
く
な
る

「
頻ひ
ん
み
ゃ
く脈
性
不
整
脈
」、
心
拍
数
が
遅

く
な
る
「
徐
じ
ょ
み
ゃ
く脈
性
不
整
脈
」、
心
拍

数
が
飛
ん
だ
り
抜
け
た
り
す
る
「
期き

外が
い
し
ゅ
う
し
ゅ
く

収
縮
不
整
脈
」に
分
類
さ
れ
る
。

特
に
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
治
療
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
心

房
細
動
は
、
こ
の
う
ち
の
頻
脈
性

不
整
脈
に
分
類
さ
れ
る
。

　
正
常
な
心
臓
は
安
静
時
に
は
１

分
間
に
６０
〜
８０
回
の
ペ
ー
ス
で
規

則
正
し
く
収
縮
し
て
い
る
が
、
心

房
細
動
の
場
合
、
心
房
は
１
分
間

に
３
０
０
〜
６
０
０
回
も
の
速
さ

で
興
奮
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　「
心
臓
は
右
心
房
、
右
心
室
、
左

心臓の構造

心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た

状
態
と
な
る
心
房
細
動

心
房
細
動
の

薬
物
療
法

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

具
体
的
な
治
療
方
法
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　「
こ
の
機
器
の
導
入
に
よ
っ
て
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
透
視
下
の
治
療
中
に

被
爆
す
る
こ
と
は
な
く
、
被
爆
は

通
常
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
時
だ
け

で
済
み
ま
す
。
さ
ら
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
的

な
機
能
を
持
つ
の
で
、
安
全
で
正

確
な
治
療
の
実
施
を
可
能
と
し
、

患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
と

共
に
治
療
成
績
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
治
療
時
間
は

お
お
む
ね
１
時
間
半
〜
２
時
間
程

度
。
手
術
翌
日
に
は
歩
行
も
可
能

で
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
が
３

泊
４
日
程
で
退
院
さ
れ
て
い
ま

す
」。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
よ
り
超
高

電
位
密
度
マ
ッ
ピ
ン
グ
が
可
能
な

「
リ
ズ
ミ
ア
」
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
。こ
れ
ま
で
描
出
で
き
な
か
っ

た
微
細
な
心
臓
の
電
気
興
奮
伝で
ん
ぱ播

を
同
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

難
治
性
不
整
脈
に
対
す
る
治
療

ツ
ー
ル
を
用
い
て
治
療
精
度
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

　
同
病
院
で
は
２
０
１
６
年
か
ら

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治

療
を
導
入
。高
齢
化
の
影
響
も
あ
っ

て
、
患
者
数
は
右
肩
上
が
り
に
増

え
、
手
術
症
例
数
は
年
間
約

３
０
０
例
に
及
ん
で
い
る
。
発
作

性
心
房
細
動
で
は
、
１
回
の
治
療

で
９
割
近
く
が
治ち

ゆ癒
し
て
い
る
と

い
う
。

　
心
房
細

動
治
療
の

低
侵
襲
化

を
実
現
す

る
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ

レ
ー
シ
ョ

ン
だ
が
、

近
年
は
こ

う
し
た
治

療
デ
バ
イ

ス
の
進
歩

が
著
し
く
、

カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
治

療
や
肺
静
脈
の
組
織
を
冷
凍
壊
死

さ
せ
る
冷
凍
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
と
い
っ
た
方
法
も
登
場
し
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
心
房
の
壁
を

切
除
・
縫
合
す
る
こ
と
で
異
常
な

電
気
の
通
り
道
を
断
ち
切
る
メ
イ

ズ
手
術
と
い
う
開
胸
手
術
も
一
般

的
に
は
症
例
に
応
じ
て
行
わ
れ
て

い
る
。

　「
不
整
脈
は
、
頻
脈
な
の
に
症
状

が
な
か
っ
た
り
、
目
立
た
な
い
方

が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
で
は
い

つ
の
間
に
か
心
臓
の
機
能
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
早

期
発
見
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
心
房
細
動
で
注
意
し

て
頂
き
た
い
の
は
、
発
作
が
長
く

続
く
と
数
年
か
ら
数
１０
年
か
け
て

徐
々
に
左
心
房
が
大
き
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
一
般
に
、
左

心
房
の
直
径
が
５０
㎜
以
上
に
な
る

と
、
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
治
療
の
成
功
率
が
低
下
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
根
治
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
あ
ま
り
左
心
房
が

大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
治
療
で

き
る
よ
う
、
専
門
医
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
」。

方
だ
け
で
な
く
、
発
作
性
心
房
細

動
（
７
日
以
内
に
自
然
に
停
止
す

る
心
房
細
動
）
の
方
も
同
様
に
必

要
で
す
」。

　
心
房
細
動
の
治
療
の
目
的
は
症

状
を
と
る
こ
と
に
も
あ
り
、
動
悸

や
息
切
れ
、
易
疲
労
感
の
改
善
を

目
標
に
し
た
薬
物
治
療
も
行
わ
れ

て
い
る
。
主
に
は
心
拍
数
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
薬
や
不
整
脈
に
な

り
に
く
く
す
る
抗
不
整
脈
薬
が
処

方
さ
れ
て
い
る
。

　「
薬
物
療
法
に
よ
っ
て
、
症
状
は

一
過
性
に
よ
く
な
り
ま
す
が
、
心

房
細
動
を
根
本
的
に
治
療
す
る
方

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
房
細
動

は
発
作
の
頻
度
が
次
第
に
長
く
な

っ
て
い
き
、
薬
が
効
か
な
く
な
る

こ
と
も
起
こ
り
得
ま
す
。
こ
う
し

た
場
合
に
有
効
と
な
る
の
が
、
カ

テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
治
療
法
で
す
」。

　
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
足
の
付
け
根
や
頸
部
の
血

管
か
ら
直
径
２
㎜
程
度
の
細
い
カ

テ
ー
テ
ル
を
心
臓
に
挿
入
し
、
カ

テ
ー
テ
ル
の

先
端
か
ら
高

周
波
と
い
う

特
殊
な
電
流

を
心
臓
の
筋

肉
に
流
し
、

不
整
脈
の
発

生
源
を
焼
し
ょ
う

灼し
ゃ
く

・
治
療
す

る
方
法
。

　「
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ

ー
シ
ョ
ン
は

静
脈
麻
酔

（
点
滴
に
よ
る
麻
酔
）
を
使
用
し
、

眠
っ
て
い
る
間
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
治
療
用
と
モ
ニ
タ
ー

用
な
ど
約
３
本
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

足
の
付
け
根
や
頸
部
か
ら
挿
入
し

ま
す
。
心
房
細
動
は
肺
か
ら
左
心

房
に
還
流
す
る
肺
静
脈
と
い
う
血

管
か
ら
発
生
す
る
た
め
、
カ
テ
ー

テ
ル
は
右
心
房
か
ら
心し
ん
ぼ
う
ち
ゅ
う
か
く

房
中
隔（
右

心
房
と
左
心
房
を
隔
て
る
筋
肉
の

壁
）
を
抜
け
て
、
治
療
の
第
一
目

標
と
な
る
左
心
房
の
前
庭
部
を
目

指
し
ま
す
。
心
房
細
動
の
発
生
源

を
特
定
し
た
ら
、
カ
テ
ー
テ
ル
の

先
端
か
ら
高
周
波
を
流
し
焼
灼
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
肺
静
脈
か

ら
の
異
常
な
電
気
を
心
臓
に
伝
わ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
カ
テ
ー

テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
で
、

こ
れ
を
肺
静
脈
隔
離
と
い
い
ま

す
」。

　
同
病
院
で
は
、「
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｏ
　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｕ
」
と
呼
ば
れ
る
機
器

を
導
入
し
、
放
射
線
被ひ
ば
く爆
量
と
被

爆
時
間
の
軽
減
も
実
現
し
て
い
る
。

同
機
器
は
、
一
度
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
し
た
画
像
を
同
機
器
に
取
り
込

む
こ
と
で
３
次
元
化
し
、
術
中
に

は
カ
テ
ー
テ
ル
の
位
置
や
心
臓
に

ど
の
程
度
の
力
で
接
触
し
て
い
る

か
を
１
ｇ
単
位
で
示
す
こ
と
が
で

き
る
装
置
と
な
っ
て
い
る
。

高齢化と共に増加傾向にある心房細動
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テルの位置と、カテーテルが心臓にどの程度の力で接触
しているかを判断できる

心
臓
が
け
い
れ
ん
し
た

状
態
と
な
る
心
房
細
動

心
房
細
動
の

薬
物
療
法

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

具
体
的
な
治
療
方
法


